
　
高
嶋
均
（
日
本
共
産
党
）

　
1
　
生
活
保
護
法
は
保
護
を
請

求
す
る
保
護
請
求
権
を
無
差
別
平

等
に
保
障
し
て
い
る
と
思
う
が
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
1
　
生
活
保
護
申
請
用
紙
を
窓

口
に
置
い
て
、
誰
で
も
申
請
で
き

る
対
応
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
窓
口
で
は
、

面
接
相
談
員
が
相
談
内
容
を
的
確

に
把
握
し
て
、
相
談
者
が
最
適
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
助
言
、
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
必
要
な
方
に
は

申
請
用
紙
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
1
　
町
田
市
の
嘱
託
員
、
臨
時

職
員
の
賃
金
を
、
改
善
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
総
務
部
長
　
東
京
都
や
ほ
か
の

自
治
体
、
あ
る
い
は
私
ど
も
職
員

の
給
料
状
況
等
を
考
慮
し
て
改
定

を
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た

状
況
を
踏
ま
え
て
改
定
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生

活

保

護

申

請

の

対

応

に

つ

い

て

南

町

田

に

市

の

行
政
窓
口
の
設
置
を

地

域

で

支

え

合

う

ま

ち

づ

く

り

を

！

市

民

病

院

と

エ

コ

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

生
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窮
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制

整
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を

町

田

荘

の

閉

鎖

に

つ

い

て

つ

い

に

町

田

市

に

ド

ッ

グ

ラ

ン

が

！

要

介

護

認

定

の

あ

り

方

を

問

う

万
全
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨

対

策

を

求

め

る

中

学

生

の

進

路

・

公

共

工

事

の

品

質

　
吉
村
こ
ず
え（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
1
　
身
近
な
所
に
、
い
つ
で
も

誰
で
も
集
え
て
、
困
っ
た
時
は
助

け
て
と
言
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
が
必
要
。
市
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
連
携
し
、
市
民
を
支
援
し
て

協
働
で
各
地
域
に
福
祉
の
拠
点
作

り
を
進
め
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
社
会
福
祉
協

議
会
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
八
年
度
中
に
一
〇

カ
所
ふ
え
、
六
四
カ
所
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
同
協
議
会
に
対

し
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
市
民
病
院
を
地
域
に
開
か

れ
た
病
院
に
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
導
入
推
進
の
方
向
性
は
。

　
市
民
病
院
総
務
部
長
　
現
在
、

花
壇
の
水
や
り
や
植
栽
の
手
入
れ
、

生
け
花
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ひ
な
祭
り
、

写
真
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
入
院

受
け
付
け
後
の
患
者
様
の
病
棟
へ

の
案
内
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
佐
藤
伸
一
郎
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
教
育
委
員
会
は
公
立
中
学

生
の
都
立
高
へ
の
入
試
等
、
生
徒

の
進
路
に
学
校
と
ど
の
よ
う
に
連

携
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
教
育
長
　
進
路
指
導
主
任
会
を

年
五
回
開
催
し
、
情
報
提
供
や
交
換
、

ま
た
、
市
内
の
都
立
高
等
学
校
と

の
協
議
会
等
を
行
い
、
進
路
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
1
　
境
川
流
域
雨
水
対
策
は
相

模
原
市
と
連
携
協
議
し
て
取
組
む

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
上
下
水
道
部
長
　
流
域
関
連
市

に
よ
り
定
期
的
に
協
議
や
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
1
　
公
共
下
水
道
の
整
備
工
事

に
つ
い
て
工
事
基
準
を
守
り
工
事

品
質
を
確
保
さ
れ
た
い
が
ど
う
か
。
 
 

　
上
下
水
道
部
長
　
新
都
市
建
設

公
社
に
対
し
、
原
因
調
査
と
再
発

防
止
策
の
取
り
ま
と
め
を
早
急
に

行
い
、
公
社
職
員
が
必
ず
現
場
に

常
駐
、
監
督
し
、
確
実
な
工
事
を

行
う
こ
と
、
状
況
報
告
を
市
に
密

に
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

　
川
畑
一
隆
（
公
明
党
）

　
1
　
昨
年
の
経
験
を
活
か
し
、

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
い
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
有

効
活
用
を
求
め
る
。

　
防
災
安
全
担
当
部
長
　
市
民
参

加
に
よ
る
水
防
訓
練
を
実
施
し
、

会
場
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
て
い
る
家
庭
で
の
簡
易
水
防

工
法
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
1
　
「
（
仮
称
）
北
部
丘
陵
整

備
基
金
」
等
の
創
設
を
求
め
る
。

　
浜
副
市
長
　
事
業
計
画
を
策
定

す
る
中
で
ど
の
よ
う
な
資
金
計
画

が
適
切
か
検
証
し
、
基
金
と
い
っ

た
手
法
も
含
め
民
間
資
本
の
導
入

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
今
が
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
整
備
の
好
機
で
あ
る
。
活
用

も
含
め
そ
の
取
り
組
み
を
問
う
。
 
 

　
鷲
北
副
市
長
　
国
の
補
正
予
算

に
お
い
て
、
公
共
施
設
へ
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
購
入
補
助
等
が

示
さ
れ
て
お
り
、
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　
1
　
四
月
に
見
直
し
さ
れ
た
要

介
護
認
定
で
は
、
今
ま
で
よ
り
介

護
度
が
低
く
な
り
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
実
態
が
う
ま

れ
て
い
る
。
改
善
を
求
め
る
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
申
請
さ
れ

た
方
の
状
態
が
要
介
護
度
に
よ
り

適
切
に
反
映
さ
れ
た
認
定
審
査
が

行
わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
　
市
民
病
院
の
長
す
ぎ
る
待

ち
時
間
解
消
の
た
め
の
手
だ
て
は
。

　
市
民
病
院
経
営
部
長
　
順
番
表

示
板
の
設
置
、
地
域
の
開
業
医
か

ら
の
事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

順
番
検
索
端
末
の
導
入
や
、
他
の

病
院
の
工
夫
も
参
考
に
し
、
い
ろ

い
ろ
な
方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
小
山
（
田
端
地
域
）
の
下

水
道
工
事
で
発
生
し
た
問
題
点
と

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
問
う
。
 
 

　
上
下
水
道
部
長
　
不
適
切
な
工

事
が
行
わ
れ
、
新
都
市
建
設
公
社

に
対
し
是
正
指
示
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
早
期
に
埋
め
戻
し
の
や
り

直
し
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
黒
木
一
文
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
私
は
平
成
一
二
年
か
ら
二

一
年
の
今
回
ま
で
一
三
回
に
わ
た

り
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
町
田
に
」
を

質
問
し
て
き
た
。
市
に
検
討
会
が

設
置
さ
れ
た
と
い
う
。
町
田
に
ド

ッ
グ
ラ
ン
建
設
が
決
定
し
た
の
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
犬
の
飼
育
を
熟

知
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

団
体
の
活
動
を
市
が
支
援
す
る
形

が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
り
、

具
体
的
な
支
援
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
制
度
の
設
計
を
現
在
行
っ
て
い

ま
す
。
鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
下
水
処
理
場
用
地
を
暫
定
的

に
使
用
し
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置

す
る
方
向
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

団
体
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
1
　
三
輪
緑
山
自
治
会
か
ら
詳

細
な
資
料
を
添
え
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

建
設
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
協
議
が
調
い
次

第
つ
く
る
段
取
り
に
入
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
谷
沢
和
夫（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
1
　
生
活
困
窮
者
の
増
加
に
伴
い
、

相
談
業
務
・
必
要
な
指
導
や
援
助
・

家
庭
訪
問
等
福
祉
事
務
所
と
し
て

の
十
分
な
人
員
・
体
制
整
備
が
で

き
て
い
る
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
厳
し
い
状
況

で
す
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
毎
年

二
名
程
度
増
員
し
て
い
ま
す
が
、

事
務
補
助
を
充
実
さ
せ
て
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
負
担
を
緩
和
し
て
い

く
こ
と
、
仕
事
を
基
本
的
に
は
標

準
化
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
す

る
こ
と
に
よ
り
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
が
で
き
る
状
況
に
し
よ
う
と

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
国
庫
補
助

に
つ
い
て
も
活
用
で
き
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
　
先
般
五
月
一
一
日
〜
一
三

日
の
深
夜
、
厚
木
基
地
に
空
母
艦

載
機
が
飛
来
し
、
町
田
市
も
ひ
ど

い
騒
音
に
さ
ら
さ
れ
た
。
再
三
再

四
抗
議
を
行
う
べ
き
だ
。

　
政
策
経
営
部
長
　
今
後
も
厚
木

基
地
騒
音
対
策
協
議
会
や
東
京
都

を
通
じ
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
川
勝
斗
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
四
月
に
全
部
適
用
へ
移
行

し
た
。
改
め
て
市
民
病
院
の
役
割

を
問
う
。

　
市
民
病
院
事
業
管
理
者
　
中
核

病
院
と
し
て
地
域
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
医
療
機
能
を
確
保
し
、
地

域
の
病
院
等
と
連
携
し
て
効
率
的

な
医
療
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
特

に
救
急
医
療
の
体
制
を
整
え
、
ま
た
、

医
療
の
質
を
高
め
ま
す
。

　
1
　
病
院
に
お
け
る
専
門
職
員

の
採
用
に
つ
い
て
。

　
市
民
病
院
総
務
部
長
　
安
定
し

た
病
院
運
営
に
と
っ
て
医
療
事
務

経
験
者
採
用
は
有
意
義
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
組
織
運
営
上
の

バ
ラ
ン
ス
や
人
事
交
流
の
問
題
な

ど
の
課
題
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導

入
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
、
検
討

が
進
ん
だ
の
か
。

　
市
長
　
イ
ベ
ン
ト
ご
み
減
量
手

引
と
リ
ユ
ー
ス
食
器
な
ど
の
貸
出

制
度
、
購
入
に
対
す
る
補
助
要
綱

の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
田
中
修
一（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
1
　
七
月
か
ら
月
二
回
の
日
曜

日
に
各
市
民
セ
ン
タ
ー
が
開
庁
す

る
が
、
人
口
が
急
増
す
る
南
町
田

駅
周
辺
の
整
備
に
伴
い
市
民
セ
ン

タ
ー
ク
ラ
ス
の
行
政
窓
口
の
設
置

を
要
望
す
る
。

　
鷲
北
副
市
長
　
東
急
線
沿
線
の

中
で
、
駅
前
窓
口
は
必
要
で
あ
ろ

う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
乗
降
客
、

商
業
集
積
地
等
に
よ
り
、
南
町
田

駅
が
一
番
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
設
置
に
向
け
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
1
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
伴
い
、
市
の
感
染
予
防
対
策
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
及
び
保
健
所

等
の
協
力
関
係
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
国
の
対

策
本
部
が
決
定
し
た
基
本
的
対
処

方
針
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
は
、
広
報
等
で
の
お
知

ら
せ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

を
し
ま
し
た
。
保
健
所
等
と
は
〇

七
年
度
か
ら
発
生
時
に
お
け
る
対

策
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
上
野
孝
典
（
公
明
党
）

　
1
　
身
体
障
が
い
者
入
所
施
設

で
あ
る
「
町
田
荘
」
が
閉
鎖
さ
れ

高
齢
者
施
設
に
改
装
さ
れ
る
と
の

声
を
聞
く
が
現
状
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
現
在
は
現
施

設
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
す

る
計
画
を
取
り
や
め
、
障
が
い
福

祉
施
設
と
し
て
存
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
1
　
七
〇
歳
以
上
の
方
へ
の
無

償
配
布
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
交
換
場

所
を
ふ
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
交
換
は
い

つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
配
布
直
後

の
六
月
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
の
で
、
交
換
場
所
の
拡
大
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
中
規
模
会
館
に
対
す
る
改

修
補
助
金
の
交
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
市
民
部
長
　
三
〇
〇
万
円
を
超

す
申
請
は
翌
年
度
予
算
で
、
三
〇

〇
万
円
以
下
の
申
請
は
申
請
順
位

を
基
本
に
当
該
年
度
の
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

東急田園都市線　南町田駅

図師町にある町田荘
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